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みはらふくし情報   

ぼ ら せ ん だ よ り  ２月 

お知らせ ボラセンに掲示の折り紙  

 

令和４年度取組地域  ※令和３年までに 15 地域取組済み  

上徳良自治振興会 (大和 )  和草自治区 (久井 )  黒郷自治区 (久井 )  

八幡町内会 (三原 )  木原連合町内会 (三原 )   

 

地 域 ビ ジ ョ ン
は，住民が主体とな

り，地域の将来像を

考え，それに向けた

地域づくり活動を実

践していくための計

画（ビジョン）です。 

 

話し合う内容は，多岐にわた

り，住民組織体制，子育て，高

齢者支援，産業など，色々な分

野に関する意見やアイデアが

出てきます。 

 

 

ボランティアセンターは，平成３１年度から地域ビジョン策定

事業の事務局として，地域の皆様と共に会議や意見交換会（ワー

クショップ）を開催し，会議の運営などの支援をしています。  

 

会議や意見交換会を

通して，参加者の地域

に 対 す る 思 い に 気 づ

き，共有できる機会に

なっています。 

 
 

皆で地域への想いを話し合って形に！  

 

『みんなで助かる！福祉×防災×コミュニティ』 
～個別避難計画から見る福祉防災の全体像～ 

 災害時の避難方法，過去の災害からの事例や数値の提示，

またご自身の経験談など，具体的に分かりやすくご説明いた

だき，改めて『防災』について考える機会になりました。  

●『避難とは，避難行動と避難生活』のこと。 

避難行動は避難訓練でよく学ぶが，避難生活の方が長

いのに，学ぶ機会が少ない。避難生活を意識することで，

避難行動の際の注意点や持ち出し品も判断しやすくな

るし，避難行動も自ずと早くなる。 

●災害時に「正常化の偏見（自分だけは大丈夫と思ってし

まう）」により，適切な行動が出来ない」   

●個別避難計画は，要支援者だけでなく支援者や周りの人

が「みんなで助かるための計画」  

まずは，自主的な避難訓練として，家族と自分達が避難す

る避難所にある物品や施設内の設備について知ることから

始めてみると良いかもしれませんね。  

令和４年度三原市防災ネットワーク講演会 

 

 

  (一社 )福祉防災コミュニティ協会  

福祉防災上級コーチ  

湯
ぬ く

井
い

 恵美子さん  

 

 

⦿地域の人と顔を会わせて話し合うことが出来た。ま

た，地域のことをじっくり考える機会がなかったので

良い機会になった。  

⦿顔を合わせての意見交換の場は大事。多くの人に参加

して欲しいし，定期的に場を設けたら良いと思う。  

⦿地域ビジョンを通して地域がまとまった気がする。周

りの人も協力してくれて有難い。  

⦿コロナ禍で色々計画を実施することが難しい。また，

新しく取り組むべきこともあるが，同時に昔からの行

事や事業も大切に継承していくために活動していく。 
 

地 域 ビ ジ ョ ン に

参加 された方 の

意見をちょっとだ

け紹介します♪  

 

1/14 

 
（1 月 14 日（土）10 時～12 時  本郷生涯学習センターで開催） 

。 

※三原市役所 HP に概要掲載予定  

※講演会の録画（ブルーレイディ

スク）を貸し出し可能。申込先は  

市危機管理課 (0848-67-6165)  
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三 原 の イ ベ ン ト や 団 体 の 情 報 満 載 ！  
h t t p : / / m i h a r a . g e n k i 3 6 5 . n e t /  

ボ ラ セ ン に 閲 覧 用 の パ ソ コ ン が あ り ま す 。 

●みはら市民協働サイト  つなごうねっと  ●  
発行：三原市社会福祉協議会  

三原市ボランティア・市民活動サポートセンター 

〒723-0014 三原市城町 1丁目 2-1 

（サン・シープラザ 4 階） 

電話  (0848)６７－９３３９  

FAX   (0848)６３－０５９９ 

Mail  miharavs-c@m-shakyo.jp 

 

 

 

 三原コスモス文庫の布絵本は貸し出し可能です。

ボランティアセンターには沢山の作品があります

よ。貸出簿に記入すれば，どなたでも借りることが

できます。借りる際にはボランティアセンターにお

声かけください。  

 

布の絵本や遊具の製作を続けている「三原コスモス文

庫」が大きな作品にとりかかっています。絵本を通して以

前から交流のある「読み語りボランティア  ねむの木」の

会員からの提案で，昔話「ふるやのもり」を題材とした作

品を作り始めました。コロナの影響で集まることができ

ず，中断していた期間がありましたが，開始から約 3 年

目にして完成が近づいています。会員で役割分担をして，

こつこつと作業を続けてきました。  

 

 昔 話 の 重 要 な シ ー ン を 選

び，型紙をおこすことから全

て手作業で進めます。登場す

る人物や動物は，表情や動き

がいきいきと表現され，見入

ってしまいます。心を込めて

丁寧に作られていることがよ

くわかります。 

 

 楽しくおしゃべりをしなが

ら，手を動かしていきます。「ど

んな色の布にしようか？」「こ

こはどうやって縫うの？」相談

しながら進めていきます。 

みんなで力を合わせ

ると，こんなにも大き

なものができるのです

ね。何とこの作品‼ 

縦が約 2 メートル  

横が約 3 メートル  

もあるんですよ。 

完成が楽しみです！ 

布絵本の貸出ができます！ 

 

 

布の絵本は，やわらか

くて温かみがあります。

人形を取り外して遊べる

ものもあります。布絵本

から始まる笑顔の輪が広

がるといいですね。  

 ボランティアセンター 

布絵本製作ボランティアグループ  

 

http://mihara.genki365.net/

